
2022年2月のロシアの軍事侵攻によって始まったウクライナ戦争は依然として収束の兆しを見せな
い。この間、G7を中心とした国々による対ロシア制裁や北欧2カ国のNATO加盟承認などの事態を経
て、世界は分断の危機に瀕している。そのような中で、ロシアと政治、安全保障、経済、エネルギー
等あらゆる分野で密接な協力関係を構築してきたヨーロッパ諸国はロシアとの関係の再考を迫られて
おり、その影響が地域秩序に及んでいることは言うまでもない。ヨーロッパ地域もまた分断に向かっ
てしまうのだろうか、それとも分断を回避することができるのだろうか。
本パネルは、旧ソ連邦地域、欧州安全保障協力機構（OSCE）、ヨーロッパ連合（EU）という３つの
地域秩序を取り上げ、地域の構成国や各地域機構がいかにして今般の危機に対応しているのかを明ら
かにし、上記の問いに迫る。

❖ Speaker: Dr. Shuhei Mizoguchi  (Hosei University)
    "The disintegration of the “Near Abroad”: Putin’s imperialism
       and its backlash in the post-Soviet space"

❖ Speaker: Dr. habil. Cornelius Friesendorf 
   (Institute for Peace Research and Security Policy at the University of Hamburg (IFSH))
    "Russia’s war in Ukraine: How the OSCE adapts"

❖ Speaker: Dr. Richard Youngs (Carnegie Europe/Warwick University)
 "Has the Ukraine war given rise to a more geopolitical EU?"

❖ Discussant: Hideaki Shinoda (Tokyo University of Foreign Studies)
❖ Discussant: Midori Okabe (Sophia University)
❖ Chair: Yumi Nakayama (Tokyo University of Foreign Studies)
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